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論文内容の要旨

本論文は，直接位相再生器を用いた中継方式に関する研究成果をまとめたものであり，全体を次の 8

章から構成している。

第 1 章は緒論であって，これまでの研究の経過ならびに背景を述べ，直接位相再生器を用いた中継方

式の研究の必要性を明らかにし 研究の位置づけを行っている。

第 2 章では，ディジタノレ無線伝送方式の使用周波数帯と伝搬路特性，中継距離の関係を述べ，高い周

波数においては降雨減衰が増加し中継距離が極端に減少するので，中継器の小形，簡易化が必要になる

乙とを示している。直接位相再生器は位相変調波を搬送波段で直接に識別，再生することが可能である

ため，中継器の小形，簡易化に対し有利となることを明らかにしている。

第 3 章では，直接位相再生器の動作原理ならびに基本構成を示し， FET を使用することにより特性

が良好でしかも構成の簡易な直接位相再生器が実現可能であることを明らかにしている。手法としては，

FET 直接位相再生器の等価回路を用いた特性解析を行い，直接位相再生器として動作する条件を示し

ている。さらにこの解析結果を用いて，最適な位相再生器を設計する方法を明らかにしている。なお，

本章においては， 2 相直接位相再生器に限って述べ， 4 相直接位相再生器への拡張は第 4章で行ってい

る。

第 4章では. 4 相位相変調波を識別，再生できる 4相直接位相再生器の各種の構成法に対し，それぞ

れ構成，動作原理，特性，ならびに実験結果を述べ比較検討を行っている。構成法としては，第 3 章で

述べた 2 相直接位相再生器を 2 系列用いる方法 (2 相 2 系列)以外に，周波数 3 逓倍器ならびに 4 逓倍

器を用いる方法 (3 -4 逓倍法) , 1 つの 2 相直接位相再生器ならび、に合成田路を用いる方法(回路合
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成法)を新しく提案し，特性解析，原理実験の結果を示している。

第 5 章では，直接位相再生器の構成要素として必要不可欠な振幅制限器に関する検討を述べ. F E T 

を用いて，マイクロ波領域においてもAM-PM変換が小さく，かっ振幅抑圧度の高い振幅制限器が実

現できることを述べている。 FET 振幅制限器の等価回路を用い特性解析を行い， AM-P M変換特性，

入出力電力特性，周波数特性を明らかにしている口また，この結果からAM-PM変換特性がゲート端

子の整合条件に大きく依存する乙とを明らかにし，かっAM-PM変換特性を最適化する整合条件の決

定を述べている D

第 6 章では，直接位相再生器に不完全性が発生した場合の符号誤り率特性劣化に対する検討結果を述

べている。直接位相再生中継方式では，劣化要因を非相加性の要因と相加性の要因とに大きく分類でき，

さらに前者を波形ひずみ，搬送波位相誤差，不要雑音，後者をパターンジッタ，ランダムジッタに細分

し直接位相再生器の不完全性との関係を明らかにしている。

第 7 章では，複数個の直接位相再生中継器と 1 つの検波再生中継器が直列に接続された直接位相再生

中継方式の特性を述べ 多中継時の特性劣化を理論的に明らかにし，実験結果との比較を行っている。

実験の手法としては. 1 つの直接位相再生器をループにして複数回使用する周囲実験を用い，複数個の

線形増幅器と 1 つの検波再生中継器を使用する非再生中継方式ならびに多中継現場試験結果との比較を

行っている。また実際の伝搬路で実施した多中継実験の結果も合わせて述べている。

第 8 章は結論であって，本研究で得られた成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文はディジタル無線通信における直接位相再生器を用いた中継方式に関する研究をまとめたもの

で，主要な成果を要約すると次の通りである。

(1) 直接位相再生器にFET を用いる回路方式を新しく提案し 入力信号の 2 逓倍搬送波を局部発信信

号とする FET ミキサを用いた構成法を示し，その特性解析を行い設計法を確立している。

(2) 4 相直接位相再生器の回路構成法について検討し. 2 相 2 系列法. 3 逓倍器ならびに 4 逓倍器を用

いる方法，回路合成法のいづれも，優れた位相再生効果が得られることを，理論的実験的に確かめて

いる。

(3) 直接位相再生器に用いられる振幅制限器について解析を行い，良好な特性が得られる設計条件を明

らかにしている。

(4) 直接位相再生器を用いた中継方式における符号誤り特性を解析し，計算と実測により，等価CN比

劣化量を明らかにしている。

以上のように本論文は，直接位相再生器を用いた中継方式に関して多くの新知見を得ており，通信工

学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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